
れ
たAW

SD
C

に
出
場
し
た
。
部
長
の
野や

内な
い

瑛え

里り

さ
ん
は
、
次
の
よ
う
な
意
気
込
み

を
持
っ
てAW

SD
C

に
臨
ん
だ
と
い
う
。

　「
本
校
は
、
10
年
度
の
全
国
大
会
で
優
勝

し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
た
世
界

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
１

勝
も
で
き
な
か
っ
た
と
聞
き
、
先
輩
の
分

も
勝
ち
た
い
と
、
メ
ン
バ
ー
で
力
を
合
わ

せ
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
」

　
指
導
者
と
し
て
２
回
目
の
国
際
大
会
出

場
と
な
っ
た
顧
問
の
浜
野
清き

よ

澄ず
み

先
生
は
、

生
徒
の
入
部
時
か
ら
、
国
際
大
会
出
場
を

見
据
え
て
英
語
力
の
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

　「
部
員
は
学
校
教
育
の
み
で
英
語
を
学
ん

で
き
た
者
が
多
く
、
皆
、
入
部
し
て
か
ら

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。
そ
ん

な
生
徒
た
ち
で
も
、
世
界
で
通
用
す
る
英

語
を
話
せ
る
よ
う
、
指
導
し
て
き
ま
し
た
」

　
勝
利
へ
の
壁
と
な
っ
て
い
た
の
は
、デ
ィ

ベ
ー
ト
形
式
の
違
い
だ
。全
国
大
会
は
、大

会
前
に
論
題
が
提
示
さ
れ
る
準
備
型
で
行

わ
れ
る
が
、AW

SD
C

で
は
、
試
合
直
前

に
論
題
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
場
で
立
論
す

る
即
興
型
が
採
ら
れ
て
い
る
。
同
部
は
、

国
内
の
即
興
型
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
で
も
上

位
入
賞
を
果
た
し
て
い
た
が
、
準
備
型
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
た
め
、
慣
れ
ず
に

苦
労
し
た
と
、
嶋
村
綾
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　「
私
た
ち
の
チ
ー
ム
に
は
、
帰
国
子
女
が

１
人
も
い
ま
せ
ん
。
そ
の
場
で
英
語
で
立

論
す
る
ス
ピ
ー
ド
や
、相
手
の
論
点
を
し
っ

か
り
聞
き
取
る
リ
ス
ニ
ン
グ
力
に
不
安
を

　
全
国
高
校
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
連
盟

（H
EnD

A

）
が
主
催
す
る「
全
国
高
校
生

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」（
以
下
、
全
国

大
会
。
＊
１
）
の
優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
主

に
ア
ジ
ア
の
国
々
が
出
場
す
る
英
語
デ
ィ

ベ
ー
ト
の
国
際
大
会
「A

sia W
orld 

Schools D
ebating C

ham
pionships

（AW
SD

C

）」（
図
１
）
の
出
場
権
が
与

え
ら
れ
る
。
埼
玉
県
・
さ
い
た
ま
市
立

浦
和
高
校
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
は
、

２
０
１
５
年
12
月
に
行
わ
れ
た
全
国
大
会

で
優
勝
し
、
16
年
７
月
に
タ
イ
で
開
催
さ

感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
論
題
に
は
政
治
、

経
済
、
環
境
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の

で
、
そ
れ
ら
の
知
識
や
教
養
を
深
め
る
必

要
も
あ
り
ま
し
た
」

　
練
習
と
し
て
16
年
３
月
に
出
場
し
た
即

興
型
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
国
内
大
会
で
は
、
同

じ
くAW

SD
C

に
出
場
す
る
全
国
選
抜
メ

ン
バ
ー
（
本
誌
16
年
10
月
号
Ｐ
．50
〜
53
参

照
）
と
対
戦
し
完
敗
し
た
。
危
機
感
を
抱

い
た
同
部
は
、
即
興
型
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
取

り
組
む
Ｏ
Ｂ
の
大
学
生
か
ら
指
導
を
受
け
、

即
興
型
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
学
び
直
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
公
開
さ
れ
て
い
る
過
去

の
大
会
の
動
画
を
教
材
に
、相
手
の
ス
ピ
ー

チ
を
聞
き
取
っ
て
反
論
を
述
べ
る
練
習
を

重
ね
、
リ
ス
ニ
ン
グ
力
も
鍛
え
て
い
っ
た
。
＊１　2006年 12月に初めて開かれ、16年度で11回を迎えた。詳しくは、全国高校英語ディ
ベート連盟（HEnDA）のウェブサイトをご覧ください。http://henda.global/

高
校
か
ら
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
を

始
め
た
メ
ン
バ
ー
が
国
際
大
会
に
出
場
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英
語
力
、
思
考
力
、
精
神
力
が
鍛
え
ら
れ
る
と
出
場
者
が
実
感

埼
玉
県
の
公
立
高
校
２
校
が

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
国
際
大
会
に
出
場
！

埼
玉
県
高
等
学
校
英
語
教
育
研
究
会
は
、
生
徒
が
主
役
と
な
り
、
英
語
を
意
欲
的
に
学
習
す
る
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
、
様
々
な
挑
戦
を
し
て
い
る
。

そ
の
１
つ
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
指
導
だ
。
今
回
は
、
全
国
大
会
で
も
上
位
入
賞
の
常
連
校
で
あ
る

さ
い
た
ま
市
立
浦
和
高
校
と
埼
玉
県
立
浦
和
高
校
が
、
海
外
で
行
わ
れ
た
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
国
際
大
会
に
出
場
し
た
模
様
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。
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大
会
に
は
３
人
１
組
で
２
チ
ー
ム
が
出

場
。ま
ず
、予
選
が
２
日
間
行
わ
れ
、各
チ
ー

ム
６
試
合
を
戦
っ
た
。
松
本
紗
季
さ
ん
は
、

試
合
中
、
他
国
の
出
場
者
と
の
英
語
力
の

差
を
何
度
も
痛
感
し
た
と
言
う
。

　「
私
の
ス
ピ
ー
チ
後
、
ジ
ャ
ッ
ジ
に
『
あ

な
た
の
英
語
は
分
か
ら
な
い
』
と
言
わ
れ

て
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
リ
ス
ニ

ン
グ
も
、
相
手
の
ス
ピ
ー
チ
の
趣
旨
は
分

か
っ
て
も
、
細
か
い
部
分
が
聞
き
取
れ
ず
、

論
旨
の
ず
れ
た
反
論
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」

　
予
想
を
超
え
る
国
際
大
会
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
初
め
は
戸
惑
っ
た
。

し
か
し
、
試
合
を
重
ね
る
う
ち
に
練
習
し

て
き
た
こ
と
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
ジ
ャ
ッ
ジ
の
講
評
も
参
考
に
し
て

修
正
を
図
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、Ａ
チ
ー

ム
は
３
試
合
目
で
初
勝
利
を
も
ぎ
取
っ
た
。

　
２
日
目
は
、
１
日
目
の
反
省
を
生
か
し
、

気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
試
合
に
臨
ん
だ
。

　「
ジ
ャ
ッ
ジ
に
渋
い
顔
を
さ
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
諦
め
た
ら
、
そ
こ
で
終
わ
り
で
す
。

挽
回
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

と
、
何
が
あ
っ
て
も
冷
静
に
ス
ピ
ー
チ
を

続
け
ま
し
た
」（
長
江
佳
乃
さ
ん
）

　
Ｂ
チ
ー
ム
は
、
先
生
と
相
談
し
て
、
メ

ン
バ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
変
え
た
。

　「
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
ポ
ジ
シ
ョ

ン
で
し
た
が
、
意
外
に
も
う
ま
く
い
き
ま

し
た
。
行
き
詰
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
ま
で
の

方
法
に
と
ら
わ
れ
ず
に
思
い
切
っ
て
変
え

る
こ
と
も
大
切
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
」

（
玉
村
優ゆ

奈な

さ
ん
）

　
徐
々
に
耳
が
慣
れ
、
対
戦
相
手
の
英
語

も
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
Ｂ
チ
ー
ム

も
勝
利
を
収
め
た
。

　「
５
試
合
目
は
、
自
分
た
ち
の
主
張
を
何

度
も
確
認
し
、
相
手
の
論
も
し
っ
か
り
聞

き
取
れ
た
の
で
、
的
確
に
反
論
で
き
ま
し

た
。
６
試
合
中
最
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ

試
合
で
、
勝
て
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

埼
玉
県
・
さ
い
た
ま
市
立
浦
和
高
校

会場　タイ・バンコク　期間　2016 年 7 月 6 〜 11 日

参加国　南アフリカ、台湾、マレーシア、タイ、中国、日本、バングラデシュ、イン
ドネシア、シンガポール、韓国、スリランカ、インドの 12 か国。１か
国で複数のチームが出場。さいたま市立浦和高校からは２チームが出場。

試合方式　予選6試合を行い、上位8チームが決勝戦に進出。即興型ディベートで、
試合開始 1 時間前に論題が発表される。論題は「This House believe 
that doctors should be allowed to strike.（医者がストライキをする
ことを認めるべきである）」のほか、政治、経済、環境など多岐にわたる。
３人のジャッジがボート（投票）した数が多いチームの勝利。

戦績　A チーム６戦２勝６ボート、B チーム６戦１勝３ボート

AWSDC（Asia World Schools Debating Championships）概要図１

写真１　さいたま市立浦和高校のチームは、日本の大会
とは異なる雰囲気に圧倒されつつ、試合を重ねるうちに
普段通りのディベートができるようになっていった。

試
合
を
通
し
て
、
英
語
力
や

思
考
力
、精
神
力
が
大
き
く
向
上

教
諭浜野

清
澄

は
ま
の
・
き
よ
ず
み

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
15
年
目
。
英
語
科
。
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
部
顧
問
。

３
年
生

野
内
瑛
里

や
な
い
・
え
り

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
部
長
。AW

SD
C

で
は
Ａ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
。

３
年
生

嶋
村
　綾

し
ま
む
ら
・
あ
や

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
。AW

SD
C

で
は
Ａ
チ
ー
ム
。

３
年
生

松
本
紗
季

ま
つ
も
と
・
さ
き

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
。AW

SD
C

で
は
Ａ
チ
ー
ム
。

３
年
生

大
澤
　賢

お
お
さ
わ
・
け
ん

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
。AW

SD
C

で
は
Ｂ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
。

３
年
生

玉
村
優
奈

た
ま
む
ら
・
ゆ
な

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
。AW

SD
C

で
は
Ｂ
チ
ー
ム
。

３
年
生

長
江
佳
乃

な
が
え
・
よ
し
の

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
。AW

SD
C

で
は
Ｂ
チ
ー
ム
。

３
年
生

浅
倉
裕
登

あ
さ
く
ら
・
ゆ
う
と

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
。AW

SD
C

で
は
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
。
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基
づ
い
た
考
え
を
言
葉
で
表
現
し
て
、
相

手
を
納
得
さ
せ
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
通
し
て
、
相
手
の
主
張
を

理
解
し
、
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を

伝
え
て
、
物
事
を
論
理
的
に
解
決
し
て
い

く
、
そ
う
し
た
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」（
浜
野
先
生
）

　
埼
玉
県
立
浦
和
高
校
の
英
語
部
が
出
場

し
た
の
は
、
全
米
最
大
の
ス
ピ
ー
チ
・
デ
ィ

ベ
ー
ト
競
技
団
体N

FL

（T
he N

ational 
Forensic League

）
が
主
催
し
た
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
だ
。
部
長
の
幅は

ば

裕ゆ
う

斗と

さ
ん
ら

２
人
が
、
15
年
６
月
に
大
分
県
で
行
わ
れ

たN
F

L
J

（
＊
２
）
主
催
の
日
本
大
会
で

優
勝
し
、
16
年
６
月
開
催
の
全
米
大
会
に

出
場
す
る
日
本
代
表
４
チ
ー
ム
の
う
ち
の

１
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
た
。

　N
FL

の
大
会
はPublic Forum

（
＊
３
）

と
い
う
デ
ィ
ベ
ー
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
２

人
１
組
の
チ
ー
ム
対
抗
と
な
る
。
日
本
の

主
な
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
は
日
本
の
高
校
生

の
出
場
者
が
主
体
と
な
る
た
め
、
帰
国
子

女
の
出
場
枠
が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
大
会
は
主
催
が
ア
メ
リ
カ
の
団
体
で
あ

り
、
全
米
大
会
の
出
場
者
は
ア
メ
リ
カ
各

地
の
地
区
代
表
が
中
心
と
な
る
た
め
、
そ

う
い
っ
た
制
限
が
な
い
。
幅
さ
ん
は
小
学

６
年
生
か
ら
４
年
間
、
ア
メ
リ
カ
に
住
ん

だ
経
験
が
あ
り
、
英
語
力
は
申
し
分
な
さ

そ
う
に
思
え
る
が
、も
う
１
人
の
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
で
は

な
い
た
め
、
ア
メ
リ
カ
人
と
の
対
戦
は
大

き
な
挑
戦
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
論
題
は
大
会
２
か
月
前
に
提
示

さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

挙
の
予
備
選
挙
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
。

日
本
の
高
校
生
に
は
全
く
な
じ
み
の
な
い

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
た
め
、
資
料
探
し
に
苦

戦
し
た
と
い
う
。

　「
自
分
た
ち
の
立
論
だ
け
で
な
く
、
相

手
の
主
張
を
予
想
し
て
、
反
論
で
き
る
準

備
も
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ジ
ャ
ッ
ジ
が
論
拠
を
求
め
る
場
面
も
あ
る

の
で
、
そ
の
た
め
の
資
料
を
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
主
張
を
裏
づ

け
る
内
容
を
英
語
の
資
料
か
ら
探
す
の
は

大
変
で
、
部
活
動
の
時
間
だ
け
で
な
く
、

家
で
も
準
備
を
進
め
ま
し
た
」（
幅
さ
ん
）

　
英
語
部
顧
問
の
小
河
園
子
先
生
は
、
幅

さ
ん
の
努
力
を
こ
う
た
た
え
る
。

　「
幅
さ
ん
は
小
学
校
高
学
年
で
渡
米
し
た

の
で
、
日
本
チ
ー
ム
の
中
で
英
語
力
が
特

に
伝
え
る
こ
と
で
、
日
本
チ
ー
ム
が
世
界

レ
ベ
ル
に
近
づ
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」（
大
澤
賢け

ん

さ
ん
）

　
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
経
験
を
通
し
て
、

生
徒
は
様
々
な
力
を
伸
ば
し
て
い
く
と
、

浜
野
先
生
は
実
感
し
て
い
る
。
　

　「
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
、
物
事
を
両
面
か
ら

捉
え
、
各
面
を
冷
静
に
分
析
し
、
そ
れ
に

（
浅
倉
裕ゆ

う

登と

さ
ん
）

　
予
選
で
敗
退
は
し
た
が
、
海
外
勢
に
勝

ち
星
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
チ
ー
ム
は

大
き
な
手
応
え
を
得
た
。

　「
他
国
の
出
場
者
も
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ピ
ー
カ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
日

本
に
も
勝
ち
上
が
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
は

ず
で
す
。
私
た
ち
の
経
験
を
次
の
出
場
者

─ AWSDCに出場して─

＊２　NFL の日本版の大会を運営する組織。NFLJ の大会で勝ち進めば、アジア大会やアメリカでのインターナショナル大会に出場することができる。　＊３　２人
１組のチーム対抗で、時事問題を論題にディベートを行う。First Speaker の立論→質疑応答→ Second Speaker の立論→質疑応答→要約→ Grand Crossfi re（４人
での議論）→最終立論という順番で進める。

全
米
最
大
の
団
体
が
主
催
す
る

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
に
挑
戦

●大会では、自分から積極的に話しかけて、外国の友人もできました。いろいろな国の
人と交流して考え始めたのが、どうすれば多様な文化を背景に持つ人々が共生できる
のだろうということです。それを大学で学びたいと思い、進路を考え直しています。（野
内さん）

●他国の出場者は、皆、自信を持ってスピーチをしていました。そうした態度も含めて、
世界で主張していくためには、相手を納得させられる術を身につけなければならない
と思います。アジアには英語が母国語の国は少なく、いろいろな英語を話す人がいる
中で日本の主張を伝えていくために、対話力をもっと磨きたいと思います。（嶋村さん）

●国際大会に挑戦して、自分の英語力がまだまだだと感じました。どうすれば日本人の
英語力が高まるのか、大学で勉強し、教師になって、子どもたちの英語力を育ててい
きたいと思います。（松本さん）

●大会後、友人との会話の中で、自然とうなずいたり、首をかしげたりしている自分に
気づきました。相手の発言をうのみにするのではなく、深く考えよう、調べてみよう
という態度になり、自分が発言をする時も、筋が通っているか、自分がそう思う根拠
は何かを考えるようになりました。（大澤さん）

●ディベートの活動を通じて感じたのは、社会が求めているのは、ただ英語を話せる人
ではなく、深い思考力を持つ人なのだということです。日本のメディアだけでなく、
海外のラジオを聴くようになり、受験勉強ということだけでなく、教養を高めるため
にも英語の学習を続けたいと思います。（玉村さん）

●英語が話せるだけでは、コミュニケーションを取るのは難しいと気づきました。対話
を続けるためには、相手の話に応じて、自分の考えを話すことが大事です。相手の文
化や価値観についての知識も必要であり、会話力をもっと身につけたいと思いました。

（長江さん）
●入試対策として小論文を初めて書いた時、自分が思っていたよりもすらすらと書けて

びっくりしました。ディベートで何度も立論をしていたおかげだと思います。時事問
題も勉強していますが、まだ自分の考えを深く語れるほどではありません。大学では
そこを突き詰めて学びたいと考えています。（浅倉さん）
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段
高
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
本
人
も
自

覚
し
て
お
り
、
日
本
チ
ー
ム
全
体
を
指
導

し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
やN

FL

の
日
本
支

部
の
代
表
者
に
自
ら
質
問
す
る
な
ど
、
人

一
倍
努
力
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

姿
勢
は
、
周
り
の
メ
ン
バ
ー
の
意
識
を
変

え
て
い
き
、
よ
り
綿
密
に
準
備
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

　
全
米
大
会
に
は
、
全
米
の
地
区
代
表
と

海
外
代
表
の
計
２
８
５
チ
ー
ム
が
出
場（
図

２
）。
あ
ま
り
の
規
模
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ

れ
つ
つ
も
、
幅
さ
ん
た
ち
は
冷
静
だ
っ
た
。

　「
英
語
母
語
話
者
が
ど
の
よ
う
に
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
進
め
る
の
か
に
関
心
が
あ
っ
た

の
で
、
試
合
に
も
前
向
き
に
取
り
組
め
ま

し
た
」（
幅
さ
ん
）

　
幅
さ
ん
が
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
た
の

は
、「Grand Crossfire

」
と
い
う
４
人
同

時
に
参
加
し
て
質
問
・
応
答
、
主
張
・
反

論
を
行
う
３
分
間
で
の
こ
と
だ
。
幅
さ
ん

が
相
手
の
主
張
に
反
論
し
た
と
こ
ろ
、
相

手
は
再
反
論
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
。

　「
相
手
が
沈
黙
す
る
姿
に
、
自
分
の
立
論

が
正
し
く
、
き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て
い
る
の

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
英
語
母
語
話
者
で

あ
る
相
手
を
う
な
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
て
、

大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
」（
幅
さ
ん
）

　
幅
さ
ん
た
ち
は
相
手
の
間
違
い
を
冷
静

に
指
摘
し
、
相
手
が
感
情
的
に
な
っ
て
も
、

そ
れ
に
流
さ
れ
ず
に
理
詰
め
で
進
め
て

い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
本
選
の
予
選
は
通

過
で
き
な
か
っ
た
が
、
国
際
部
門
の
予
選

は
３
勝
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。

目
標
を
大
き
く
上
回
る
戦
績
を
残
し
た
。

　「
相
手
の
発
言
に
納
得
で
き
な
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
相
手
の
主
張
を
正
し
く
理
解

す
る
た
め
に
、
最
後
ま
で
話
を
し
っ
か
り

聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
幅
さ
ん
）

　
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
通
し
て
身
に
つ
い
た
力

を
生
か
し
、
社
会
を
引
っ
張
る
人
物
に
な

り
た
い
と
、
幅
さ
ん
は
将
来
像
を
語
る
。

　
そ
う
し
た
生
徒
の
成
長
を
受
け
て
、
小

河
先
生
は
、
英
作
文
の
指
導
で
、
生
徒
の

考
え
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
指
摘
を
心
が
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
す
。

　「
自
分
の
考
え
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な

い
こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
、
相
手
を
納
得
さ

せ
る
に
は
根
拠
や
条
件
を
示
す
必
要
が
あ

る
こ
と
を
強
調
し
て
生
徒
に
伝
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
デ
ィ
べ
ー
ト
は
、
課
題

を
分
析
し
、
解
決
策
を
論
理
的
に
探
る
と

い
う
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
求
め
ら
れ
る

力
が
鍛
え
ら
れ
る
教
育
活
動
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
、
校
内
に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
生
徒
の
活
躍
に
触
発
さ
れ
て
、
教
師

の
意
識
も
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
」

埼
玉
県
立
浦
和
高
校

会場　アメリカ・ユタ州ソルトレーク市　　期間　2016 年 6 月 13 〜 17 日

論題　On balance, it is beneficial to have one day primary for Presidential 
Election.（アメリカ大統領選挙の予備選挙を１日にまとめて行うようにす
べきであるか、否か）

試合方式　全米の地区代表と海外代表の計 285 チームによる予選を行い、上位
64 チームが決勝に進出。さらに、ベスト 64 に残らなかった米国チー
ムの中で改めて登録したチームと、海外チームによる国際部門も実施。
予選の上位 16 チームが決勝トーナメントに進出。

戦績　本選は６戦１勝４敗１引き分けで予選敗退。国際部門は４戦３勝１敗で予
選通過。決勝トーナメントは１回戦で敗退。ベスト 16。

NSDA（National Speech and Debate Association）米国大会概要図２

写真２　２人が本番で見せた思い切りのよさや、冷静に本
質を突く試合運びは、小河先生も驚くほどだったという。

写真３　「大会を通してディベート力、英語力が上がった。
臨機応変に対応する力をもっと高めたい」と幅さんは言う。

納
得
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

最
後
ま
で
聞
く
姿
勢
が
つ
い
た

教
諭小河

園
子

お
が
わ
・
そ
の
こ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
９
年
目
。
国
際
交
流
部
主
任
。

英
語
部
顧
問
。
英
語
科
。

３
年
生

幅
　裕
斗

は
ば
・
ゆ
う
と

英
語
部
部
長
。
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